
Agenda

1.ミクロレベル

a. 作法の共有

b. 気持ちの共有

2.メゾレベル

a. 会話内容の映像化，コモングラウンドの映像化

b. 会話内容映像化支援ツール



オープンスペースでの計測とキャプチャ参加者が自由に動き回れる状況での会話計測

固定された配置での会話計測 混合空間での会話計測

会話計測環境

[Nishida, T., Nakazawa, A., Ohmoto, Y., Mohammad, Y. Conversational Informatics–A Data-Intensive Approach with Emphasis on Nonverbal Communication, Springer 2014]

http://www.springer.com/us/book/9784431550396


没入型仮想環境ICIE

[Lala 2013]
https://www.youtube.com/watch?v=V-9SKpcMrzk

全周型情報提示＋人の動きをセンシングして提示に反映

https://www.youtube.com/watch?v=V-9SKpcMrzk


エージェントの存在感を高める

目標達成のためのエージェント行動を動的に変化させる

[Suyama, Ohmoto 2015]

Player #1 in ICIE #1

Red hat

Player #2 in ICIE #2

Green hat

Player #3 (agent)

Blue hat



外観 アーキテクチャ プロジェクション方式

ドーム内部
https://www.youtube.com/watch?v=wxkZ9armrI8

インタラクティブドーム

https://www.youtube.com/watch?v=wxkZ9armrI8


[Ohmoto, Y., Ohashi, H., Lala, D., Mori, S., Sakamoto, K., Kinoshita, K. & Nishida, T. ICIE: immersive environment for social interaction based on socio-spatial 
information. In: Proc. The 2011 Conference on Technologies and Applications of Artificial Intelligence (TAAI 2011), pp. 119-125, (2011)]

DEAL —没入型会話環境構築プラットフォーム

GECAを拡張

ICIE

インタラクティブドーム



データの流れ

FACSを中間表現とする顔表情認識・生成（オープンソース）：顔表情を用いた研究のための基盤

FACSvatar

[https://github.com/NumesSanguis/FACSvatar]

FACS

（Facial Action Coding System）
解剖学的に独立し，視覚的に識
別可能な表情動作の最小単位で
あるAU（Action Unit）の組み合
わせで表情を記述する手法

Off-line版 On-line版

https://github.com/NumesSanguis/FACSvatar


FACSvatarアーキテクチャを使った顔表情変換

顔表情変換

ユーザの表情を分析してFACSデータを生成

ニューラルネットワークを用いてFACSデータを変換

変換されたFACSデータから顔表情生成

入力FACS 出力FACS

ニューラルネットワーク（ゲート付き回帰）

[van der Struijk+ 2018] Stef van der Struijk, Hung-Hsuan Huang, Maryam Sadat Mirzaei, Toyoaki Nishida. FACSvatar: An Open Source Modular Framework for Real-Time FACS based Facial Animation, IVA 2018 (accepted)

●
●
●
●
●
●
●
●

FACS
例えば「話し手表情」 例えば「聞き手表情」



FACSvatarによるTuring-like test

16人の参加者

– 女性9人; 年齢平均=23.4; 年齢標準偏差=2.9

– 日本 (9), 台湾 (3), 中国 (2), インド (1)

– 外れ値 (3)

10-15 分の会話2回

– FACSvatarを使用

– 聞き手顔表情はニューラルネットで自動生成

[van der Struijk+ 2018] Stef van der Struijk, Hung-Hsuan Huang, Maryam Sadat Mirzaei, Toyoaki Nishida. FACSvatar: An Open Source Modular Framework for Real-Time FACS based Facial Animation, IVA 2018 (accepted)

16名中10名がアバター

を自動合成に置き換え
ても気づかなかった
（自己報告）

予備的知見（要検証）



コモングラウンドを捉えるための視点

3人称視点

１人称視点

自分たちはどのような状況の中
に置かれているのか？これまで
何をしてきたのか？これから何
ができるのか？

この人と自分にとってどのよう
な人か？これまでどんないきさ
つがあったのか？これからどの
ようなことが起きそうか？

この人は一体何を考えているの
か？この状況をどう思っている
のか？これから何をしたいの
か？

内面



コモングラウンドの恒常的更新としての会話，AIの役割

3人称視点

１人称視点

自分たちはどのような状況の中
に置かれているのか？これまで
何をしてきたのか？これから何
ができるのか？

この人と自分にとってどのよう
な人か？これまでどんないきさ
つがあったのか？これからどの
ようなことが起きそうか？

この人は一体何を考えているの
か？この状況をどう思っている
のか？これから何をしたいの
か？

内面

BEFORE AFTER

会話の進行

こうなるかもこうだったかも

コモングラウンド

マクロ
メゾ
ミクロ



人とAIのコモングラウンドの構築と管理

社会生活デジとも

デジとも

デジとも

AIで強化されたコモングラウンド

更新

基盤



まとめ

1. いまどきのAI

2. 人とAIのコミュニケーションの研究開発の歴史

3. 存在感のあるエージェント ⇐ しっかりしたコモングラウンド

4. コモングラウンドは幅広い：いろいろな属性×｛ミクロ～マクロ｝

5. ミクロレベルのコモングラウンド：まずは作法から

6. ミクロレベルのコモングラウンド：気持ちまで

7. メゾレベルのコモングラウンド：ストーリー

8. 会話内容映像化によるマクロレベルのコモングラウンド形成・発展支援

⇐構成的考証法：｛ロールプレイ，エージェント劇，グループ討論｝∞

9. 会話内容映像化支援ツール

a. TSEiA：ストーリーの映像化支援

b. ＦＡＣＳvatar：顔表情の変換

10.将来イメージ：AIで強化されたコモングラウンドとデジとも
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